
（別紙３）

～ ２０２５年　１１月　３０日

（対象者数） 19名 （回答者数） １７名

～ ２０２５年　１１月　３０日

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・今後職員が増えても変わらずコミュニケーションが取れる

よう日頃から意識するようにする

2

・なかなか意見が言えないお子さんもいるので、意見を引き

出せるよう工夫していく

・日頃の様子を観察し興味のある活動を考えていく

・活動の中で体を動かいろんなし感覚を養っていけるよう工

夫する

3

・地域の方の参加が少ないので気軽に参加していただけるよ

う情報発信や声掛けを工夫する

・応援してくれる方や関係人口を増やせるよう日頃からアン

テナをはり、関りを作っていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

研修等を行い専門性を高めていく

2

緊張感や危機感を持って仕事に取り組めるよう、話合いや研

修をする

3

・外部とのつながりをつくる

・委員会の見直し

・第３者委員会の設置

・関係人口を増やす

小規模、少人数なので職員間のコミュニケーションがとりや

すく、情報共有がしやすいところ

何気ない日常のコミュニケーションを大切にしています。

ミーティングや活動の開始時、活動後に話をしています。ま

た、LINEを活用し外出時や緊急の時も連絡をし合うようにし

ています

○事業所名 こどもさぽーとnicoco

○保護者評価実施期間
２０２５年　１１月　１日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
２０２５年　１１月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
２０２５年　１２月　２０日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

こどもにも思いや、意見はある。こども達の思いに寄り添い

ながら意見をきき、活動に取り入れているところ

こども達が意見を言いやすいように少人数での活動や話し

合って決める機会を作っています　こども達の意見で予定を

変更することもできるように柔軟な対応を心がけています

インクルーシブの視点から誰でも参加できるイベントを外部

の講師等を読んで開催しているところ

地域で活動している方をお呼びしワークショップ等のイベン

トを開催しています。地域とのつながりとして、コミュニ

ティーセンターを利用したり、民生委員の方に参加していた

だいたりもしています

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員の現場経験は豊富だが、活動について具体的に発信した

り伝えたりすることが出来ていない

活動内容がどのようにこども達の発達に影響しているのか、

なんのためにやっているのか具体的に説明で来ていない

危機管理・リスクマネージメントが弱い 少人数で仲良いぶん、暗黙の了解になったり、まあいいかに

なることがある

１年目ということもあり組織体制が不十分 外部とのつながりが少ない

事業所における自己評価総括表公表


